
        
 maff

on の生地で作ってみよう！

入園入学準備に！
おそろいコップ＆シューズ袋

出来上がりサイズ
フリー

★まずは裁断！
　下準備として、型紙を参考に、各パーツを裁断しましょう。
　切りっぱなしでもほどけないので、そのまま本縫いOK！気になる方は裁ち目かがりをオススメします。

●コップ袋
高さ…17cm　/　幅…9cm　/　マチ…9cm

●シューズ袋
高さ…30cm　/　幅…19cm　/　マチ…5cm

材料
maffon リバーシブルジャガードニット
　　　　　　　150cm幅　30cm
リボンテープ　1ｍ
片面ハトメ　　　　7ｍｍ　2個

★コップ袋 裁断図

コップ布　表地 1枚
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★シューズ袋 裁断図

シューズ布　表地 1枚

40cm

50cm

生
地
方
向

材料

◆ハトメは 100 均などでお手軽にゲットする事が出来ます♪
◆ハトメの取り付けにはハトメパンチがあると便利です。

maffon リバーシブルジャガードニット
　　　　　　　150cm幅　40cm
リボンテープ　1ｍ
片面ハトメ　　　　7ｍｍ　2個

◆パターンをわに作成した方は、裏面側で裁断し、印を付けましょう。
◆パターンを半身だけで裁断する場合、パターンのわの部分は生地をわにして、
　外表になるように裁断し、チャコペーパーなどで、裏面に印を付けましょう。
◆通常に縫い合わせる場合は、中表に合わせて、縫製していくことがほとんどです。
　裏面に印を付けておくと、スムーズに縫製できます。
◆裁断する前に、マチ位置線とハトメ付け位置に印を付けておきましょう。



作り方 1　※作り方は各サイズ共通です。

【 2 】に続く

ウラ

オモテ

図①

マチ部分を折りたたむ
コップ袋…9cm
シューズ袋…5cm

図②

図③

ニット生地を縫うときのワンポイント！
生地が伸びて縫いにくいときは、生地の上と下に紙を挟むと縫いやすくなります。
トレーシングペーパーや、PPバンドがオススメ！

①生地を中表にして縫います。

【 1 】袋を縫います。

②マチを作ります。
・マチ位置線を参考に、マチ部分を折りたたみます。

◆縫いはじめと縫い終わりには返しぬいを行ってください。

◆マチ分量の半分くらいの位置で内側に折りこむと
　キレイに仕上がります。

③袋の底部分を縫います。
◆縫いはじめと縫い終わりには返しぬいを行ってください。

ウラ

ウラ

ウラ



作り方 2　※作り方は各サイズ共通です。

【 3 】に続く

図①

図②

図③

穴が広がりやすいので
始めは小さく開けます。

生地の表から通す

ハトメがギリギリ
通るくらいの小さな穴
に通します。

ニット生地に穴を開ける時のワンポイント！
ニット生地に穴を開けるときは、広がりやすいので目打ちやシャープペンで
小さく穴を空けて、ちょうど良い大きさに広げましょう。
◆穴が大きく開きすぎてしまった場合は、生地の裏に芯地をつけて調節することも出来ます。

・ハトメを通した生地とハトメを、
　ハトメパンチで挟み、留め付けます。

◆穴が大きすぎると、ハトメが外れやすくなってしまうので、
　キツくなるように注意します。

ウラ

ウラ

挟む 凸コマ

凹コマ

生地

ハトメ

【 2 】ハトメを付けます。

・左①②、右①②の、合計 4か所を開けます。
①ハトメ付け位置に穴を開けます。

②ハトメを生地の表から通します。

③ハトメパンチを使ってハトメを留めます。

④ ②～③を繰り返して他 3か所にもハトメを留めます。

ハトメを付ける時のワンポイント！　　　
ハトメパンチがない場合は、打ち皿と打ち棒を使ってハトメを留めます。
図のような順番で道具と布を重ねて、金づちで叩きます。

まっすぐ
叩く

打ち棒

打ち皿

ハトメ

金づち

生地



おそろいコップ＆シューズ袋
　　出来上がり♪

作り方 3　※作り方は各サイズ共通です。

ぬい代 1cm
4cm

図①

図②

図③

裏返すとハトメが
紐通し部分の
真ん中辺りにきます

袋口を一周します

ウラ

ウラ オモテ

表に返す

【 3 】仕上げをします。

①袋口を縫います。

②袋を裏返します。

③ハトメ部分から紐を通します。

・ぬい代 5cmを三つ折りにして、
　ステッチをかけます。

・右①のハトメから紐を通し、袋口を一周して
　右②のハトメへ出します。
　紐の両端を結びます。

・左も同じように紐を通し、端を結びます。
オモテ


